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まず、論文数（量的指標）において、日本は、1999-2001 年世界ランク第 2 位、シェアは
9.5%、論文数は 7 万件程度であるが、現在になると、世界ランク第 5 位、シェアも減り、数は
微増という状況である。一方ドイツは、90 年代後半では世界ランク 4 位であるが、論文数を

















国名 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク
米国 240,912 31.0 1 米国 37,168 48.9 1 米国 4464 58.7 1
日本 73,844 9.5 2 英国 8,644 11.4 2 英国 956 12.6 2
英国 70,411 9.1 3 ドイツ 7,685 10.1 3 ドイツ 768 10.1 3
ドイツ 67,484 8.7 4 日本 5,764 7.6 4 フランス 512 6.7 4
フランス 49,395 6.4 5 フランス 5,380 7.1 5 日本 484 6.4 5
イタリア 32,738 4.2 6 カナダ 4,099 5.4 6 カナダ 429 5.6 6
カナダ 32,101 4.1 7 イタリア 3,336 4.4 7 イタリア 305 4.0 7
中国 30,125 3.9 8 オランダ 2,772 3.6 8 オランダ 302 4.0 8
ロシア 27,210 3.5 9 オーストラリア 2,413 3.2 9 スイス 286 3.8 9
スペイン 23,149 3.0 10 スイス 2,314 3.0 10 オーストラリア 239 3.1 10
国名 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク 国名 論文数 シェア 世界ランク
米国 308,745 26.8 1 米国 46,972 41.0 1 米国 5705 49.7 1
中国 138,457 12.0 2 英国 13,540 11.8 2 英国 1715 15.0 2
ドイツ 86,321 7.5 3 ドイツ 12,942 11.3 3 ドイツ 1532 13.4 3
英国 84,978 7.4 4 中国 11,873 10.4 4 中国 1148 10.0 4
日本 76,149 6.6 5 フランス 8,673 7.6 5 フランス 1021 8.9 5
フランス 63,160 5.5 6 カナダ 7,060 6.2 6 カナダ 884 7.7 6
イタリア 52,100 4.5 7 日本 6,691 5.8 7 イタリア 767 6.7 7
カナダ 50,798 4.4 8 イタリア 6,524 5.7 8 日本 671 5.8 8
スペイン 43,773 3.8 9 スペイン 5,444 4.7 9 オランダ 668 5.8 9
インド 43,144 3.7 10 オーストラリア 5,178 4.5 10 オーストラリア 628 5.5 10
整数カウント 整数カウント 整数カウント
1999年 － 2001年 (平均) 1999年 － 2001年 (平均) 1999年 － 2001年 (平均)
論文数 Top10%補正論文数 Top1%補正論文数
整数カウント 整数カウント 整数カウント
2009年 － 2011年 (平均) 2009年 － 2011年 (平均) 2009年 － 2011年 (平均)
論文数 Top10%補正論文数 Top1%補正論文数
出典：科学研究のベンチマーキング2012（調査資料218）
（注）article, article& proceedings, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析。3年移動平均値である。
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（注）article, article& proceedings, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析。3年移動平均値である。
トムソン・ロイター社 Web of Scienceを基に、科学技術政策研究所が集計
指標 区分 国名 1999-2001年(平均値)
2009-2011年





米国 240,912 308,745 28% 米国 37,168 46,972 26%
中国 30,125 138,457 360% 中国 1,911 11,873 521%
英国 70,411 84,978 21% 英国 8,644 13,540 57%
ドイツ 67,484 86,321 28% ドイツ 7,685 12,942 68%
日本 73,844 76,149 3% 日本 5,764 6,691 16%
韓国 13,828 40,436 192% 韓国 1,029 3,094 201%


































































































































































（注）article, article& proceedings, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析。3年移動平均値である。
トムソン・ロイター社 Web of Scienceを基に、科学技術政策研究所が集計  
【資料 3】 
【資料４】 
出典：科学研究のベンチマーキング 2012（調査資料 218） 
（注）article, article& proceedings, letter, note, review を分析対象とし、
整数カウントにより分析。3 年移動平均値である。 




































































































（注）article, article& proceedings, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析。3年移動平均値である。













































































































































































出典：科学研究のベンチマーキング 2012（調査資料 218） 
（注）article, article& proceedings, letter, note, review を分析対象とし、 
整数カウントにより分析。3 年移動平均値である。 





















1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 英国 フランス スイス イタリア オランダ スペイン オーストリア カナダ 中国
29.2 16.7 12.9 10.6 9.9 9.0 7.5 6.5 5.8 5.7
米国 フランス 英国 ロシア 中国 スイス スペイン イタリア オランダ インド
17.0 10.4 8.5 7.4 7.1 6.7 6.3 5.6 5.5 5.2
米国 中国 フランス 英国 スイス オーストリア スペイン イタリア オランダ インド
16.4 11.7 9.3 8.8 6.2 6.1 5.1 4.9 4.9 4.7
米国 フランス 英国 ロシア イタリア スペイン スイス 日本 オランダ 中国
34.9 19.4 18.6 14.5 14.2 11.8 9.8 9.2 8.4 7.9
米国 英国 フランス イタリア 中国 スペイン カナダ オーストリア オランダ スイス
23.5 12.8 10.1 6.1 5.7 5.3 4.9 4.9 4.7 4.3
米国 フランス 英国 スイス イタリア オランダ 中国 スペイン ロシア 日本
19.9 12.2 11.5 8.1 8.0 7.1 6.6 6.4 6.4 5.4
米国 英国 フランス スイス オランダ イタリア 中国 カナダ オーストリア スウェーデン
26.8 17.8 13.4 11.7 9.0 7.7 7.2 7.1 5.9 5.8
米国 英国 スイス イタリア オランダ フランス オーストリア スペイン カナダ スウェーデン
36.3 21.3 16.1 14.2 13.8 12.9 10.1 8.4 7.9 7.2
米国 英国 スイス フランス オランダ イタリア オーストリア スペイン カナダ スウェーデン



















1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 中国 ドイツ 英国 韓国 フランス カナダ イタリア オーストラリア 台湾
35.2 17.3 10.7 9.9 8.1 8.1 5.5 4.8 4.7 3.7
中国 米国 韓国 ドイツ フランス 英国 インド 台湾 カナダ オーストラリア
22.1 21.6 9.4 8.4 6.6 6.0 5.4 3.6 3.4 3.2
中国 米国 韓国 ドイツ 英国 インド フランス オーストラリア カナダ ロシア
29.6 15.5 12.6 6.3 5.8 5.5 4.9 3.2 3.0 2.2
米国 ドイツ 中国 フランス 英国 イタリア 韓国 ロシア スペイン カナダ
37.8 20.9 16.4 15.4 15.2 10.9 10.5 9.9 8.1 7.3
米国 中国 フランス 韓国 ドイツ 英国 カナダ イタリア 台湾 スペイン
21.2 20.1 8.5 8.5 8.3 7.2 5.1 4.6 3.7 3.5
米国 中国 韓国 ドイツ 英国 フランス カナダ オーストラリア 台湾 ロシア
23.9 23.5 9.6 8.6 7.0 6.6 4.0 3.5 3.1 2.8
米国 中国 英国 ドイツ フランス カナダ 韓国 オーストラリア インド 台湾
34.1 20.2 10.5 10.1 8.9 6.5 6.5 6.5 4.5 3.9
米国 中国 英国 ドイツ カナダ オーストラリア フランス イタリア 韓国 オランダ
52.3 12.9 10.8 8.8 6.7 6.2 6.2 5.7 5.4 5.0
米国 中国 英国 ドイツ 韓国 フランス カナダ タイ オーストラリア 台湾


















（注）article, article& proceedings, letter, note, 
reviewを分析対象とし、整数カウントにより分
析。3年移動平均値である。

























47,429 45,961 42,659 40,440 38,052 41,630 40,590 42,159 
53,196 
60,245 59,947 56,022 

























































































4,576 4,577 4,408 4,767 
3,233 3,680 3,761 
4,498 
















































































































このドイツの研究機関名名寄せ作業の結果、2002 年から 11 年の 10 年間で 1,000 件以































数に占める割合は 6 割台、日本の分析対象 128 大学が日本全体の論文数に占める割合は
7 割弱であることが分かる。ドイツも日本も、論文生産が 1,000 件以上の大学を集めてくると、
各国の 7 割ぐらいを把握出来るということであり、ここは共通点である。 
ただし、ドイツの分析対象 68 大学は、確実に論文数を増加させているが、日本の分析対
象 128 大学は、残念ながら 2002-2006 年から 2007-2011 年にかけて、論文数が減少して
おり、傾向は逆となっている。 
また、トップ 10％補正論文数に関して分析累積シェアを見ると、論文数の場合と同様、両













1997-2001(平均) 52608.9 34737.1 66.0 65161.2 43445.0 66.7
2002-2006(平均) 54199.9 34989.0 64.6 68661.5 45631.6 66.5
















1997-2001(平均) 5205.7 3299.1 63.4 4663.3 3172.9 68.0
2002-2006(平均) 5794.9 3653.4 63.0 4688.3 3117.0 66.5












































論文数 ドイツ_68大学 日本_128大学 Top10％論文数 ドイツ_68大学 日本_128大学
PF1:化学 416 -358 PF1:化学 215 -15
PF2:材料科学 176 -99 PF2:材料科学 48 -34
PF3:物理学 279 -99 PF3:物理学 153 42
PF4:計算機・数学 427 314 PF4:計算機・数学 61 27
PF5:工学 386 39 PF5:工学 34 14
PF6:環境・地球科学 350 243 PF6:環境・地球科学 64 34
PF7:臨床医学 731 244 PF7:臨床医学 213 36
PF8:基礎生命科学 627 -546 PF8:基礎生命科学 214 31






































































（10億ユーロ） 8.15 9.22 12.6 2.51% 6.44%
フランス














（兆ウォン） 1.56 2.40 4.75 8.96% 14.6%
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また、日本とドイツの大学部門における研究者数の推移を示す【資料 13】。 
日本は、2007 年あたりでは、14 万人程度であったが、現在 12 万人程度に低下した。一







































年 日本* 日本（HC) 日本 米　国 ドイツ フランス
1981 160,863 - - 98,300 32,264 32,700
1982 163,264 - - 99,500 - 33,023
1983 170,103 - - 100,400 32,858 33,858
1984 175,841 - - 103,400 - 35,095
1985 180,606 - - 95,200 a 33,448 35,666
1986 185,070 - - - - 36,335
1987 189,597 - - 130,339 36,644 36,507
1988 195,428 - - - - 38,241
1989 200,730 - - 142,036 38,836 39,757
1990 205,509 - - - - 39,883
1991 209,898 - - 138,259 62,171 42,146
1992 214,462 - - - - 48,151
1993 222,006 - - 174,972 - 49,868
1994 229,164 - - - - 52,119
1995 235,702 - - 181,395 64,434 53,726
1996 242,862 - - - 66,110 54,592
1997 248,275 - - 178,608 65,704 54,916 a
1998 253,165 - - - 65,973 56,288
1999 256,440 - - 186,027 66,695 56,717
2000 259,012 - - - 67,087 61,583 a
2001 259,759 - - - 67,962 62,427
2002 - 280,710 135,594 - 71,292 63,555
2003 - 281,304 136,014 - 68,243 64,403
2004 - 284,330 138,328 - 65,764 65,498
2005 - 291,147 141,871 - 65,363 66,290
2006 - 295,476 143,634 - 67,273 67,935
2007 - 301,193 146,444 - 72,985 67,451
2008 - 302,492 122,072 - 76,831 68,897
2009 - 305,847 123,174 - 84,771 68,696
2010 - 308,987 123,644 - 89,600 c -

















































































































































































論文の構成 ： UNIV MUNICH









97-01 13479 1263 107 1517 260 201 405 5103 4252
02-06 14455 1295 147 1425 335 160 510 5603 4385
07-11 18013 1627 259 1911 460 188 725 7190 5233
97-01 3.5 2.7 0.7 3.7 1.6 0.6 2.0 5.2 4.4
02-06 3.3 2.4 0.8 3.0 1.8 0.4 2.1 5.2 4.1
07-11 3.3 2.4 1.0 3.3 1.6 0.4 2.2 5.1 3.9
97-01 1580.7 137.2 20.4 280.5 35.5 29.9 44.7 583.9 435.5
02-06 2125.4 225.8 53.9 335.1 44.6 29.6 59.2 826.1 520.1
07-11 3422.2 315.7 93.0 618.8 102.2 28.7 119.7 1191.9 904.1
97-01 4.2 2.9 1.3 6.8 2.2 0.9 2.3 6.0 4.5
02-06 5.0 4.1 2.8 7.0 2.4 0.8 2.4 7.7 4.8
07-11 6.2 4.7 3.4 10.8 3.6 0.6 3.6 8.4 6.7
97-01 33.1 26.1 37.4 62.3 35.0 48.3 41.0 21.5 36.8
米(38%) / 英(19%) / スイス(14%) / 伊(12%) / 仏(12%)
02-06 38.1 30.1 46.9 66.2 42.7 53.8 51.6 28.9 40.2
米(36%) / 英(17%) / スイス(14%) / 仏(12%) / 伊(10%)
07-11 47.4 32.3 53.3 71.8 44.1 47.9 65.4 40.1 50.3
















1997-2001 論文数 2002-2006 論文数 2007-2011 論文数
1 TECH UNIV MUNICH 482 TECH UNIV MUNICH 673 TECH UNIV MUNICH 1248
2 UNIV FREIBURG 330 UNIV BONN 357 UNIV BONN 633
3 UNIV HEIDELBERG 327 UNIV HEIDELBERG 344 UNIV HEIDELBERG 570
4 UNIV HAMBURG 320 HELMHOLTZ ZENTRUMMUNCHEN 334 UNIV MAINZ 568
5 UNIV BONN 319 UNIV FREIBURG 302 UNIV FREIBURG 536
6 HELMHOLTZ ZENTRUMMUNCHEN 238 UNIV MAINZ 270 CHARITE UNIV MED BERLIN 411
7 RHEIN WESTFAL TH AACHEN 199 UNIV REGENSBURG 254 UNIV GOTTINGEN 407
8 UNIV TUBINGEN 180 UNIV TUBINGEN 246 RHEIN WESTFAL TH AACHEN 378
9 UNIV MAINZ 148 RHEIN WESTFAL TH AACHEN 224 UNIV REGENSBURG 373
10 MAX PLANCK INSTQUANTUM OPT 144 UNIV HAMBURG 218 UNIV TUBINGEN 357
全論文国内共著相手：UNIV MUNICH
1 CERN スイス 221 HARVARD UNIV アメリカ 154 UNIV TEXAS アメリカ 423
2 IST NAZL FIS NUCL イタリア 211 CERN スイス 152 HARVARD UNIV アメリカ 355
3 UNIV ALBERTA カナダ 190 UNIV ALBERTA カナダ 149 UNIV WASHINGTON アメリカ 355
4 WEIZMANN INST SCI イスラエル 181 INDIANA UNIV アメリカ 146 UNIV MICHIGAN アメリカ 353
5 TEL AVIV UNIV イスラエル 178 UNIV MARYLAND アメリカ 136 BOSTON UNIV アメリカ 347
6 TECHNION ISRAELINST TECHNOL イスラエル 174 UNIV MANCHESTER イギリス 135
CHARLES UNIV
PRAGUE チェコ 341
7 東京大学 日本 174 IST NAZL FIS NUCL イタリア 134 UNIV AMSTERDAM オランダ 332





9 INDIANA UNIV アメリカ 173 UNIV CALIFRIVERSIDE アメリカ 122 UPPSALA UNIV スウェーデン 310
10 UNIV BOLOGNA イタリア 172 UNIV TEXAS アメリカ 118 UNIV ILLINOIS アメリカ 302
11 UNIV MARYLAND アメリカ 166 UNIV ILLINOIS アメリカ 112 UNIV MANCHESTER イギリス 300
12 UNIV CAMBRIDGE イギリス 164 UCL イギリス 108 COLUMBIA UNIV アメリカ 295
13 UNIV MANCHESTER イギリス 164 YALE UNIV アメリカ 107 ACAD SCI CZECHREPUBLIC チェコ 291
14 UNIV MONTREAL カナダ 163 UNIV BRITISHCOLUMBIA カナダ 103 MCGILL UNIV カナダ 289
15 UNIV BRITISHCOLUMBIA カナダ 160 UNIV VIENNA オーストリア 100 UNIV ARIZONA アメリカ 277
16 UNIV BIRMINGHAM イギリス 159 CNRS フランス 99 INDIANA UNIV アメリカ 276





18 CARLETON UNIV カナダ 156 UNIV CALIFBERKELEY アメリカ 96 UNIV PARIS 11 フランス 268
19 UNIV OREGON アメリカ 156 UNIV MICHIGAN アメリカ 92 RADBOUD UNIVNIJMEGEN オランダ 261
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ここから研究状況シートを分割して説明する。まず、ミュンヘン大学の研究ポートフォリオと








































































































































































論文の構成 ： UNIV MUNICH









97-01 13479 1263 107 1517 260 201 405 5103 4252
02-06 14455 1295 147 1425 335 160 510 5603 4385
07-11 18013 1627 259 1911 460 188 725 7190 5233
97-01 3.5 2.7 0.7 3.7 1.6 0.6 2.0 5.2 4.4
02-06 3.3 2.4 0.8 3.0 1.8 0.4 2.1 5.2 4.1
07-11 3.3 2.4 1.0 3.3 1.6 0.4 2.2 5.1 3.9
97-01 1580.7 137.2 20.4 280.5 35.5 29.9 44.7 583.9 435.5
02-06 2125.4 225.8 53.9 335.1 44.6 29.6 59.2 826.1 520.1
07-11 3422.2 315.7 93.0 618.8 102.2 28.7 119.7 1191.9 904.1
97-01 4.2 2.9 1.3 6.8 2.2 0.9 2.3 6.0 4.5
02-06 5.0 4.1 2.8 7.0 2.4 0.8 2.4 7.7 4.8
07-11 6.2 4.7 3.4 10.8 3.6 0.6 3.6 8.4 6.7
97-01 33.1 26.1 37.4 62.3 35.0 48.3 41.0 21.5 36.8
米(38%) / 英(19%) / スイス(14%) / 伊(12%) / 仏(12%)
02-06 38.1 30.1 46.9 66.2 42.7 53.8 51.6 28.9 40.2
米(36%) / 英(17%) / スイス(14%) / 仏(12%) / 伊(10%)
07-11 47.4 32.3 53.3 71.8 44.1 47.9 65.4 40.1 50.3




































1997-2001 論文数 2002-2006 論文数 2007-2011 論文数
1 TECH UNIV MUNICH 482 TECH UNIV MUNICH 673 TECH UNIV MUNICH 1248
2 UNIV FREIBURG 330 UNIV BONN 357 UNIV BONN 633
3 UNIV HEIDELBERG 327 UNIV HEIDELBERG 344 UNIV HEIDELBERG 570
4 UNIV HAMBURG 320 HELMHOLTZ ZENTRUMMUNCHEN 334 UNIV MAINZ 568
5 UNIV BONN 319 UNIV FREIBURG 302 UNIV FREIBURG 536
6 HELMHOLTZ ZENTRUMMUNCHEN 238 UNIV MAINZ 270 CHARITE UNIV MED BERLIN 411
7 RHEIN WESTFAL TH AACHEN 199 UNIV REGENSBURG 254 UNIV GOTTINGEN 407
8 UNIV TUBINGEN 180 UNIV TUBINGEN 246 RHEIN WESTFAL TH AACHEN 378
9 UNIV MAINZ 148 RHEIN WESTFAL TH AACHEN 224 UNIV REGENSBURG 373









1 CERN スイス 221 HARVARD UNIV アメリカ 154 UNIV TEXAS アメリカ 423
2 IST NAZL FIS NUCL イタリア 211 CERN スイス 152 HARVARD UNIV アメリカ 355
3 UNIV ALBERTA カナダ 190 UNIV ALBERTA カナダ 149 UNIV WASHINGTON アメリカ 355
4 WEIZMANN INST SCI イスラエル 181 INDIANA UNIV アメリカ 146 UNIV MICHIGAN アメリカ 353
5 TEL AVIV UNIV イスラエル 178 UNIV MARYLAND アメリカ 136 BOSTON UNIV アメリカ 347
6 TECHNION ISRAELINST TECHNOL イスラエル 174 UNIV MANCHESTER イギリス 135
CHARLES UNIV
PRAGUE チェコ 341
7 東京大学 日本 174 IST NAZL FIS NUCL イタリア 134 UNIV AMSTERDAM オランダ 332





9 INDIANA UNIV アメリカ 173 UNIV CALIFRIVERSIDE アメリカ 122 UPPSALA UNIV スウェーデン 310
10 UNIV BOLOGNA イタリア 172 UNIV TEXAS アメリカ 118 UNIV ILLINOIS アメリカ 302
11 UNIV MARYLAND アメリカ 166 UNIV ILLINOIS アメリカ 112 UNIV MANCHESTER イギリス 300
12 UNIV CAMBRIDGE イギリス 164 UCL イギリス 108 COLUMBIA UNIV アメリカ 295
13 UNIV MANCHESTER イギリス 164 YALE UNIV アメリカ 107 ACAD SCI CZECHREPUBLIC チェコ 291
14 UNIV MONTREAL カナダ 163 UNIV BRITISHCOLUMBIA カナダ 103 MCGILL UNIV カナダ 289
15 UNIV BRITISHCOLUMBIA カナダ 160 UNIV VIENNA オーストリア 100 UNIV ARIZONA アメリカ 277
16 UNIV BIRMINGHAM イギリス 159 CNRS フランス 99 INDIANA UNIV アメリカ 276





18 CARLETON UNIV カナダ 156 UNIV CALIFBERKELEY アメリカ 96 UNIV PARIS 11 フランス 268
19 UNIV OREGON アメリカ 156 UNIV MICHIGAN アメリカ 92 RADBOUD UNIVNIJMEGEN オランダ 261
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さて、ここからは分布について比較していく。まず、日本とドイツの個別大学の国内シェア




まず日本の大学の場合は、日本の論文の国内シェア 5％以上を占める大学が 1 大学、




























0～0.1 6 1 0 14 11 7
0.1～0.5 16 22 23 83 86 89
0.5～1.0 15 15 19 17 17 18
1.0～3.0 30 29 25 7 7 7
3.0～5.0 1 1 1 6 6 6
5.0～ 0 0 0 1 1 1

















0～0.1 7 3 1 29 29 26
0.1～0.5 21 20 24 75 76 82
0.5～1.0 13 17 15 10 8 6
1.0～3.0 26 27 27 3 4 4
3.0～5.0 1 1 1 8 8 8
5.0～ 0 0 0 3 3 2







































































































































科学技術基盤調査研究室 阪 彩香 
さらに、個別大学の論文数とトップ 10％補正論文数の分布を日本とドイツで比較する【資
料 23】。基となるデータは【資料 21】と【資料 22】である。 
論文数の場合（左図）、赤の棒グラフが日本の各大学の論文数を降順に並べたものであ
り、青いラインはドイツの各大学の論文数を降順に並べたものである。日本の分析対象は










































































































それぞれの国において、まず全分野における上位 10 大学、11～20 位の大学、21～30
位の大学を識別し、赤色、オレンジ色、水色と色分けを行った。次に、各分野においても同
様に、上位 10 大学、11～20 位の大学、21～30 位の大学を識別し、赤色、オレンジ色、水
色と色分けを行った。 
その結果、日本の場合、全分野における上位 10 大学と各分野における上位 10 大学が
ほぼ固定されていることが分かる。 
一方、ドイツの場合、全分野における上位 10 大学が必ずしも各分野においても上位 10


























UNIV MUNICH 2 15 6 8 28 7 3 1 1 東京大学 2 3 1 1 1 1 1 1 1
UNIV HEIDELBERG 14 36 2 22 18 18 1 2 2 京都大学 1 4 3 2 3 2 3 2 2
TECH UNIV MUNICH 4 9 3 3 2 15 6 7 3 東北大学 5 1 2 4 2 4 5 6 3
CHARITE UNIV MED BERLIN 59 56 59 63 61 60 2 4 4 大阪大学 3 2 4 3 5 15 2 3 4
UNIV BONN 21 53 5 4 22 8 10 5 5 九州大学 6 6 8 6 6 6 4 5 5
UNIV ERLANGEN NURNBERG 5 4 10 12 8 24 7 16 6 北海道大学 7 7 9 10 8 3 8 4 6
UNIV TUBINGEN 29 40 23 20 29 12 5 6 7 名古屋大学 8 8 6 8 7 5 6 7 7
UNIV GOTTINGEN 11 25 19 16 33 2 21 3 8 東京工業大学 4 5 5 5 4 8 84 25 8
UNIV FREIBURG 24 22 21 13 10 25 8 8 9 筑波大学 10 10 7 11 11 7 15 8 9
RHEIN WESTFAL TH AACHEN 6 1 16 2 3 20 20 30 10 広島大学 11 12 10 12 12 10 14 10 10
UNIV MUNSTER 3 17 25 25 39 16 9 11 11 慶應義塾大学 15 22 18 9 10 51 7 13 11
UNIV FRANKFURT 15 52 13 35 31 14 15 10 12 岡山大学 14 27 17 19 17 11 10 9 12
UNIV MAINZ 10 20 7 49 34 10 17 20 13 千葉大学 13 35 19 20 19 13 13 12 13
KARLSRUHE INST TECHNOL 1 3 1 9 1 4 46 46 14 神戸大学 17 30 15 14 13 17 18 11 14
RUHR UNIV BOCHUM 17 7 4 21 11 19 25 23 15 金沢大学 27 31 37 31 44 12 12 17 15
TECH UNIV DRESDEN 18 2 9 19 7 26 23 24 16 早稲田大学 16 14 11 7 9 28 80 48 16
UNIV COLOGNE 31 45 12 23 35 17 11 17 17 日本大学 24 42 26 28 31 40 19 14 17
UNIV WURZBURG 25 35 20 33 45 28 18 9 18 東京医科歯科大学 77 37 86 78 83 84 9 15 18
UNIV JENA 13 8 15 24 20 22 26 18 19 東京理科大学 9 15 12 13 14 43 81 50 19
UNIV LEIPZIG 22 27 35 14 42 34 13 14 20 熊本大学 23 19 55 29 36 20 24 20 20
UNIV DUISBURG ESSEN 36 13 26 11 13 40 12 32 21 新潟大学 54 61 20 21 37 29 20 29 21
UNIV STUTTGART HOHENHEIM 7 6 17 7 4 13 47 21 22 大阪市立大学 25 45 16 18 70 35 27 34 22
UNIV DUSSELDORF 35 55 43 45 57 52 14 12 23 長崎大学 45 63 85 76 60 34 16 19 23
UNIV ULM 33 21 37 32 25 45 16 25 24 信州大学 19 16 25 40 38 30 37 36 24
HANNOVER MED SCH 61 58 63 64 64 59 4 22 25 岐阜大学 30 33 62 49 51 27 45 16 25
UNIV REGENSBURG 20 46 24 39 55 48 19 27 26 近畿大学 20 44 51 37 54 64 36 24 26
FREE UNIV BERLIN 8 43 27 30 38 9 40 13 27 東京農工大学 12 32 24 45 23 16 92 22 27
UNIV HAMBURG 34 34 8 31 23 6 36 33 28 徳島大学 34 55 36 34 41 58 34 23 28
UNIV KIEL 32 39 34 34 40 3 32 19 29 愛媛大学 46 39 35 47 58 9 55 27 29
HUMBOLDT UNIV 27 41 11 5 24 21 37 28 30 富山大学 22 28 50 48 42 32 59 26 30
UNIV GIESSEN 49 50 29 47 49 30 28 15 31 大阪府立大学 18 11 23 25 16 38 85 40 31
UNIV MARBURG 19 44 40 52 51 37 29 26 32 群馬大学 36 47 57 51 34 61 28 32 32
TECH UNIV DARMSTADT 12 5 14 6 5 31 55 52 33 鹿児島大学 65 36 56 50 62 25 39 21 33
TECH UNIV BERLIN 16 16 18 1 6 27 51 44 34 東海大学 59 24 43 17 32 26 38 38 34
MARTIN LUTHER UNIV HALLE WITTENBERG 30 24 42 44 46 35 30 29 35 首都大学東京 31 29 13 22 15 19 83 59 35
UNIV SAARLAND 37 18 46 28 27 55 27 34 36 北里大学 48 108 80 88 87 50 30 18 36
UNIV ROSTOCK 9 37 31 42 32 33 35 37 37 順天堂大学 107 98 95 104 111 85 11 31 37
UNIV HANNOVER 39 12 22 15 9 23 44 47 38 山口大学 47 56 59 38 39 42 48 33 38
UNIV MAGDEBURG 44 30 53 18 16 61 34 36 39 横浜市立大学 61 80 77 82 94 75 21 35 39
UNIV BREMEN 42 33 45 38 15 1 41 48 40 山形大学 26 34 32 26 40 48 75 60 40
UNIV BAYREUTH 23 14 39 43 37 5 56 43 41 三重大学 62 64 67 63 48 37 40 41 41
TECH UNIV CAROLO WILHELMINA BRAUNSCHWEIG 26 23 33 36 12 29 50 41 42 東京女子医科大学 102 71 104 97 100 100 17 51 42
UNIV MED CTR HAMBURG EPPENDORF 63 64 66 66 68 65 22 40 43 鳥取大学 55 78 82 85 72 33 56 28 43
UNIV GREIFSWALD 52 60 55 62 62 38 33 35 44 静岡大学 33 20 22 33 24 24 113 64 44
UNIV BIELEFELD 40 49 38 10 44 44 42 38 45 名古屋市立大学 79 109 92 89 90 87 29 37 45
UNIV POTSDAM 38 48 36 41 52 11 43 45 46 佐賀大学 40 59 38 36 26 49 72 67 46
TECH UNIV DORTMUND 28 32 28 17 14 53 49 55 47 琉球大学 93 82 71 42 46 18 74 30 47
UNIV SCHLESWIG HOLSTEIN 66 65 64 67 66 66 24 49 48 東邦大学 44 81 45 87 82 71 52 54 48
UNIV KONSTANZ 43 59 41 37 54 47 45 39 49 名古屋工業大学 21 9 27 24 21 66 107 114 49
UNIV LUBECK 62 63 61 59 60 63 31 42 50 総合研究大学院大学 81 83 14 58 57 53 97 44 50
UNIV KAISERSLAUTERN 41 26 44 27 17 49 58 54 51 高知大学 80 75 78 52 86 14 61 49 51
UNIV OLDENBURG 50 57 47 48 50 32 53 50 52 横浜国立大学 28 18 30 27 18 21 112 111 52
TIERARZTLICHEN HSCH HANNOVER 64 62 65 68 67 58 48 31 53 京都府立医科大学 100 86 102 100 125 117 23 61 53
UNIV WUPPERTAL 47 47 32 54 36 46 57 63 54 福岡大学 58 84 88 56 77 55 46 69 54
TECH UNIV CHEMNITZ 48 11 51 29 26 64 64 68 55 弘前大学 72 66 69 46 75 56 60 55 55
UNIV GESAMTHSCH PADERBORN 45 28 49 26 41 62 62 61 56 昭和大学 96 99 118 96 97 115 32 52 56
UNIV OSNABRUCK 55 54 52 56 58 42 52 51 57 山梨大学 52 49 54 77 65 36 68 70 57
UNIV AUGSBURG 57 51 30 40 56 50 65 66 58 自治医科大学 118 122 127 122 110 95 22 68 58
UNIV KASSEL 60 42 54 55 43 41 63 53 59 島根大学 78 40 73 39 69 22 76 56 59
UNIV WITTEN HERDECKE 68 66 67 65 65 68 38 58 60 兵庫県立大学 32 21 29 59 29 47 103 92 60
TECH UNIV BERGAKAD FREIBERG 46 19 60 58 48 36 67 62 61 奈良先端科学技術大学院大学 35 50 48 32 53 125 100 47 61
TECH UNIV CLAUSTHAL 51 10 57 61 47 43 68 67 62 東京慈恵会医科大学 110 103 121 108 116 116 25 73 62
UNIV SIEGEN 54 29 48 53 30 56 66 64 63 日本医科大学 101 118 124 109 113 99 31 63 63
INT UNIV BREMEN 53 61 56 50 53 51 59 56 64 久留米大学 122 106 116 84 126 108 26 74 64
TECH UNIV ILMENAU 58 38 50 46 19 57 61 65 65 香川大学 90 74 87 90 76 57 62 45 65
TECH UNIV HAMBURG 56 31 58 60 21 54 60 60 66 宮崎大学 86 68 60 79 78 68 79 39 66
UNIV MANNHEIM 65 68 62 51 59 67 39 59 67 福井大学 53 57 61 61 35 104 78 80 67
UNIV TRIER 67 67 68 57 63 39 54 57 68 帝京大学 94 93 93 106 105 96 42 65 68
札幌医科大学 115 107 107 94 104 121 35 72 69













の 0.5％以上、0.25～0.5％、0.1～0.25％、0.05～0.1％の V1～V4 の 4 段階である。また、
縦軸は質として、Q 値を用いた。Q 値は、論文数に占めるトップ 10％論文数の割合である。
基本的には、論文に対して被引用数上位 10％に当たるので、10％であることが標準であり、
量質のバランスが良いということになる。ただし、日本の場合、全論文を対象とすると、Q 値
は約 9％である。Q 値については、12％以上、9～12％、6～9％、3～6％の 4 段階に分けて
いる。日本は、化学の場合、例えば V1Q１のカラムに 3 大学が該当し、V2Q2 のカラムに 4
大学が該当する。 
また、上記のように量質によりクラス分けした 16 のカラムを、第１層（ピンク色。量、質ともに
充実しており、国を牽引する大学）、第 2 層（緑色。量質ともに第 1 層を追うポジションにあり、
層の厚みと考えられる）、第 3 層（オレンジ色。第 2 層を追うポジションにある大学）に分類し
た。 
日本とドイツの状況を比較してみると、ドイツの場合、V3Q1 のカラムに 23 大学が該当して



































Q1 Q値：12％以上 3 1 1 第1層 4
Q2 Q値：9～12％ 4 6 5 第2層 11
Q3 Q値：6～9％ 3 7 第3層 23









国立大学 5,753 5,263 -9%
公立大学 452 385 -15%
私立大学 1,562 1,445 -7%
独法 1,033 975 -6%
企業 875 703 -20%














Q1 Q値：12％以上 1 23 9 第1層 1
Q2 Q値：9～12％ 4 6 第2層 36












































東京大学 0 0 名古屋大学 0 0 奈良先端科学技術大学院大学 1 0
京都大学 0 0
大阪大学 0 0
北海道大学 0 0 筑波大学 0 1 信州大学 -1 1
東北大学 -1 0 千葉大学 0 -1 金沢大学 -1 2
東京工業大学 -1 1 大阪府立大学 0 0 北陸先端科学技術大学院大学 0 -1
九州大学 0 0 慶應義塾大学 0 1 首都大学東京 -1 -1
東京理科大学 0 -1 関西大学 0 0
早稲田大学 0 0
東京農工大学 0 1 山形大学 -1 1
神戸大学 1 0 横浜国立大学 0 -1



























































































KARLSRUHE INST TECHNOL 0 0 UNIV ROSTOCK 0 0 UNIV POTSDAM 0 2
UNIV JENA 0 2 UNIV BIELEFELD 0 0
UNIV MUNSTER 0 1 UNIV DUSSELDORF -1 0
RUHR UNIV BOCHUM 0 1 UNIV KAISERSLAUTERN 0 2
RHEIN WESTFAL TH AACHEN 0 0 UNIV KONSTANZ 0 0
UNIV REGENSBURG 0 1 UNIV KIEL -1 3
TECH UNIV DRESDEN 0 3 UNIV ULM -1 0
UNIV ERLANGEN NURNBERG 0 0 UNIV HAMBURG -1 1
UNIV MUNICH -1 1 UNIV DUISBURG ESSEN -1 1
UNIV BAYREUTH 0 1
UNIV GOTTINGEN 0 1
FREE UNIV BERLIN 0 1
UNIV HEIDELBERG 0 0
UNIV STUTTGART HOHENHEIM 0 1
UNIV MAINZ 0 0
UNIV BONN 0 1
TECH UNIV BERLIN 0 0
UNIV FREIBURG 0 0
HUMBOLDT UNIV 0 0
TECH UNIV DORTMUND 0 2
TECH UNIV MUNICH -1 0
UNIV MARBURG 0 0
UNIV WURZBURG -1 2
UNIV FRANKFURT 0 1 TECH UNIV CHEMNITZ 0 1
TECH UNIV DARMSTADT 0 1 UNIV SAARLAND 0 0
UNIV LEIPZIG 0 1 UNIV BREMEN 0 1
MARTIN LUTHER UNIV HALLE WITTENBERG 0 1 UNIV COLOGNE -1 1
UNIV WUPPERTAL 0 1
UNIV HANNOVER -1 2
TECH UNIV CAROLO WILHELMINA BRAUNSCHWEIG 0 1 UNIV GESAMTHSCH PADERBORN 0 0
UNIV TUBINGEN 0 -1
TECH UNIV BERGAKAD FREIBERG 1 0






































科学技術基盤調査研究室 阪 彩香 
【資料 28】では、日本とドイツの大学の量質の変化についてまとめた。日本とドイツを比較
すると、化学分野において、日本は第 1 層が 4 大学、第 2 層が 11 大学、第 3 層が 23 大学
となり、ドイツは第 1 層が 1 大学、第 2 層が 36 大学、第 3 層が 11 大学である。ドイツは第 2
層が非常に分厚いことが分かる。 
また、それぞれの大学の量（論文数）と質（Q 値）について 1997-2001 年を基準として









伸び率20％以上 伸び率0～20％ 伸び率マイナス 伸び率20％以上 伸び率0～20％ 伸び率マイナス
第1層 4 4 3 1
第2層 11 2 4 5 2 3 6





伸び率20％以上 伸び率0～20％ 伸び率マイナス 伸び率20％以上 伸び率0～20％ 伸び率マイナス
第1層 1 1 1
第2層 36 12 12 12 28 2 6
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以 上 を ま と め て み よ う 。 日 本 と ド イ ツ の 比 較 に よ り 、 ま ず 一 定 の 研 究 を 行 う 大 学



































2004年3月 東京大学大学院新領域創成科学研究科 博士号取得 
2004年4月 日本原子力研究所博士研究員 
文部科学省科学技術政策研究所 特別研究員 
2005年4月 文部科学省科学技術政策研究所 任期付研究員 




1. 調査資料 No.158  世界の研究活動の動的変化とそれを踏まえた我が国の科学研究のベン
チマーキング、2008 年 9 月、文部科学省科学技術政策研究所 阪 彩香、桑原輝隆 
2. 調査資料 No.192  科学研究のベンチマーキング 2010 –論文分析でみる世界の研究活動の
変化と日本の状況-、2010 年 12 月、文部科学省科学技術政策研究所 阪 彩香、桑原輝隆 
3. 調査資料 No.204  科学研究のベンチマーキング 2011 –論文分析でみる世界の研究活動の
変化と日本の状況-、2011 年 12 月、文部科学省科学技術政策研究所 阪 彩香、桑原輝隆 
4. 調査資料 No.213  研究論文に着目した日本の大学ベンチマーキング 2011、2012 年 8 月、

































































～大規模科学者サーベイから見えてきた日米の相違点と類似点～    
科学技術基盤調査研究室 伊神 正貫 
一橋大学 長岡 貞男 
































































































































































































科学技術基盤調査研究室 伊神 正貫 
• 国際共同研究の増加

























































• 忘れられた科学 - 数学 ～主要国の
数学研究を取り巻く状況及び我が国
の科学における数学の必要性～(細
坪, 伊藤 & 桑原, 2006)






















































































• Web of Science(トムソン・ロイター)に含ま
れる Articlesと Lettersの責任著者もしくは
それに相当する研究者
• 対象年: 2001年～2006年 (データ年)
































































































回答数 最小値 Q1 中央値 Q3 最大値 平均
398 1.0 3.0 6.0 9.0 250.0 9.1
1143 1.0 3.0 4.0 6.0 183.0 4.9
60 1.0 3.0 5.0 7.0 20.0 5.4
149 1.0 3.0 4.0 5.0 12.0 4.1
27 1.0 3.0 4.0 6.0 13.0 4.5
81 1.0 3.0 4.0 5.0 8.0 4.0
92 1.0 3.0 5.0 8.0 250.0 14.9
204 1.0 2.0 3.0 5.0 183.0 5.5
12 1.0 2.0 2.0 4.0 5.0 2.8
54 1.0 1.0 2.0 3.0 5.0 2.3
45 1.0 3.0 4.0 6.0 21.0 4.9
105 1.0 2.0 3.0 4.0 18.0 3.9
21 1.0 4.0 7.0 13.0 26.0 9.8
56 1.0 2.0 3.0 5.0 10.0 3.5
55 2.0 6.5 10.0 14.0 46.0 11.1
156 1.0 4.0 6.0 8.0 31.0 6.4
31 1.0 4.0 6.0 7.5 23.0 6.6
85 1.0 3.0 4.0 6.0 12.0 4.5
55 2.0 5.5 8.0 12.0 25.0 9.2
253 1.0 4.0 5.0 7.0 16.0 5.6
- - - - - - -
36 1.0 1.0 2.5 3.0 8.0 2.8


































回答数 最小値 Q1 中央値 Q3 最大値 平均
489 1.0 3.0 5.0 8.0 206.0 7.5
991 1.0 2.0 3.0 5.0 24.0 4.0
54 1.0 2.3 4.0 6.0 12.0 4.7
90 1.0 2.0 3.0 4.0 11.0 3.4
13 2.0 3.0 5.0 6.0 13.0 5.3
34 1.0 2.0 3.5 4.0 9.0 3.6
62 1.0 3.0 4.0 6.8 175.0 8.3
115 1.0 2.0 3.0 4.0 24.0 3.9
30 1.0 2.0 3.0 4.8 11.0 3.5
77 1.0 1.0 2.0 3.0 15.0 2.3
35 1.0 2.0 3.0 6.0 75.0 6.6
70 1.0 2.0 3.0 4.0 11.0 3.0
47 1.0 3.0 4.0 6.0 50.0 6.0
84 1.0 2.0 3.0 5.0 14.0 4.0
104 2.0 4.8 8.0 12.0 206.0 11.0
210 1.0 3.0 4.0 6.0 16.0 4.8
38 2.0 4.0 5.0 7.0 37.0 7.0
64 1.0 2.0 3.0 4.0 8.0 3.4
106 1.0 4.0 6.0 9.0 58.0 7.7
247 1.0 3.0 4.0 6.0 16.0 4.6
61 1.0 1.0 2.0 3.0 8.0 2.6
102 1.0 2.0 2.0 3.0 13.0 2.5
































































































































































































回答数 若手 学生 PD 回答数 若手 学生 PD
物理科学系 448 31% 22% 9% 158 33% 18% 15%
基礎生命科学系 270 45% 34% 11% 66 52% 20% 32%
医学系 131 27% 18% 9% 50 42% 20% 22%
回答数 若手 学生 PD 回答数 若手 学生 PD
物理科学系 298 53% 38% 15% 129 57% 38% 19%
基礎生命科学系 177 60% 33% 27% 59 64% 14% 51%










































– ポストドクター, PhD学生： 米国 ＞ 日本




























































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%
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トップ1％論文(489)























0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%
通常論文(1143)
トップ1％論文(398)






























国内共著 86.3% 0.1% 13.6%




国内共著 33.1% 16.9% 49.9%





























自然科学, 大学, 国内論文（日本: 1,099件, 米国: 1,065件）を対象に、それらの論文著者の生誕国を職位・地位
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2 分野 3 分野 4 分野 5 分野 1 分野
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• Patients at lower risk of arrhythmia recurrence: A subgroup in whom implantable defibrillators 
may not offer benefit, JOURNAL OF THE AMERICAN COLLEGE OF CARDIOLOGY
• Relation of gemfibrozil treatment and lipid levels with major coronary events - VA-HIT: A 
randomized controlled trial, JAMA-JOURNAL OF THE AMERICAN MEDICAL ASSOCIATION
• Lessons learned from more than 1,000 pancreas transplants at a single institution, ANNALS OF 
SURGERY
• Transcriptional gene expression profiles of colorectal adenoma, adenocarcinoma, and normal 
tissue examined by oligonucleotide arrays, CANCER RESEARCH
• The effect of medical education on primary care orientation: Results of two national surveys 
of students' and residents' perspectives, ACADEMIC MEDICINE
• Effectiveness of glycerol as a rehydrating agent, INTERNATIONAL JOURNAL OF SPORT 
NUTRITION AND EXERCISE METABOLISM
• The use of hepatitis C viral RNA levels in liver tissue to distinguish rejection from recurrent 
hepatitis C, LIVER TRANSPLANTATION
• The effect of fruit and vegetable intake on risk for coronary heart disease, ANNALS OF 
INTERNAL MEDICINE
• Markers of insulin resistance and colorectal cancer mortality, CANCER EPIDEMIOLOGY 
BIOMARKERS & PREVENTION






























































































































































































• 専門分野の多様性 • 共著形態（国内/国内
(海外生誕)/国際）









             【資料34】 
• 被説明変数
– ポストドクターの研究チームへの参画(無: 0、有: 1)













































ポストドクターの参画 学生の参画 ポストドクターの参画 学生の参画
Logit Logit Logit Logit
b/t b/t b/t b/t
0.08 0.01 -0.06 0.06
[1.31] [0.21] [-0.63] [0.63]
- - - -
1.35 -0.19 1.34 -0.25
[11.62]*** [-1.76] [6.48]*** [-1.23]
1.14 -0.8 1.16 -1.18
[9.28]*** [-7.20]*** [7.20]*** [-7.65]***
-0.54 0.24 -0.29 0.24
[-4.74]*** [2.33]* [-1.61] [1.59]
0.45 0.5 0.41 0.72
[4.92]*** [5.69]*** [3.01]** [5.37]***
0.16 -0.01 0.14 0.01







386.83*** 265.47*** 194.35*** 169.84***
-1406.66 -1616.9 -651.22 -812.6
0.15 0.09 0.15 0.12


















































• 専門分野の多様性 • 共著形態（国内/国内
(海外生誕)/国際）























































0: 専門分野 ＝ ジャーナル分野















































































































































































Edge state in graphene ribbons: Nanometer size effect and edge shape dependence, 
Physical Review B - Condensed Matter and Materials Physics 54, 17954 (1996)
グラフェンの単離

































































































































































• First, (…中略…) little chance to that transformative research will occur and that economy 
will reap significant returns from investments in research and development.
• Second, (…中略…) one rationale for government support of research in the notion that 
research is risky. , (…中略…) So it makes little economic sense for the public research 
sector to use the rubric of risk to garner resources and then create an incentive system 
that discourages risk.
(中略および赤字による強調は発表者による)











2001年 博士（工学）取得 筑波大学大学院工学研究科  
2001年 株式会社富士総合研究所研究員  
2002年 文部科学省科学技術政策研究所 研究員  
2005年 同 主任研究官  
2005年 経済協力開発機構に出向  
2007年～ 文部科学省科学技術政策研究所 主任研究官  
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購入に関する費用は、2005 年から 2011 年の 7 年間で増加傾向にあることが示された 2。特に、第
3 期科学技術基本計画（2006-2010 年）の期間内の増加は著しい。 








は、国内比較で論文生産量の大きな大学に所属する研究者は 10 点満点で 6 点以上の充足感を
























2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
（億円）
大学の機械・器具・装置等の購入費の推移



























注1: 大学グループは、各大学の国内論文シェア(2005 年～2007 年)を用いてグループ分けしている 。5%以上が第
１グループ、1%-5%未満が第２グループ、0.5%-1%未満が第３グループ、0.05%-0.5%未満が第４グループ
注2: 指数は0～10ポイントで、0が「不充分」で10が「充分」。
（出典）「NISTEP Report No.150  科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2011）」（文部科学省科学技術政策研究所2012）
（質問）研究施設・設備の程度は、創造的・先端的な研究開発や優れた人材の育成を行うのに充分か。
人数 指数（平均） 指数（中央値）
大学グループ 第１グループ 149 6.0 6.5
第２グループ 243 4.6 4.4
第３グループ 157 4.1 4.2
第４グループ 201 4.7 4.7 
分野別 理学 108 5.4 5.4
工学 250 5.0 4.9 
農学 82 4.0 3.8
保健 237 4.8 4.8 
大学種別 国立大学 525 4.9 4.7 
公立大学 61 4.7 5.2 
私立大学 164 4.7 4.7 

































































































るアンケート調査を 2011 年 10 月に実施した。この結果の内、論点 1 に関連するものについて以
降に述べる 4。 









































































































































































SciSIP 室 伊藤 裕子 
 






この内 2012 年 3 月に訪問したのは、医学部・工学部・教養学部の学際的な研究創出を目指し
て 3 学部のキャンパスの中間的な場所に建てられた Bio-X core shared facility、医学部キャンパス
の Stanford shared FACS facility、工学部キャンパスの Stanford nanofabrication facility (SNF)、工 
学部材料科学工学科の建物の Center for magnetic nanotechnology の 4 施設である。 
  






























SciSIP 室 伊藤 裕子 















































































































































1994年 工業技術院生命工学工業技術研究所 研究官 
1997年 工業技術院生命工学工業技術研究所 主任研究官 
2000年 米国国立衛生研究所癌研究所(NIH, NCI) 客員研究者 
2001年 ローレンスバークレー米国国立研究所(LBNL) 任期付研究者 
2002年 文部科学省科学技術政策研究所 任期付研究員 
2007年 文部科学省科学技術政策研究所 主任研究官 
2010年 文部科学省科学技術・学術政策局 専門官 
2011年 文部科学省科学技術政策研究所 SciSIP室長 








3. NISTEP Report No.150 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP 定点調査 2011）
報告書、2012 年 8 月、文部科学省科学技術政策研究所 
4. DISCUSSION PAPER No.85  大学の研究施設・機器の共用化に関する提案～大学研究者








































の使用に関する国内研究者意識   
 












































改正：2009 年 6 月 3 日法律第 46 号）及び研究開発システムの改革の推進等による研究開発能力
の強化及び研究開発等の効率的推進等に関する法律（最終改正：2009 年 7 月 10 日法律第 76
号）によって整備される機器以外のいわゆる汎用的な研究機器（以下、「機器」と言う）をさす。具体













科学技術動向研究センター 重茂 浩美 
１． 調査の流れ 

















2196 名 から構成され（2011 年 3 月時点）、インターネットを通して意見を広く収集すること
ができる。アンケートは 2011 年 3 月 10 日～25 日の期間で行い、回答者数は 228 名、回収率は 




































































































科学技術動向研究センター 重茂 浩美 
専門家ネットワークアンケート調査により、機器の国内使用状況について 3 つの特徴が明らかに 
なった。以下にそれらの特徴を示す。 
 
(2) 機器の国内使用状況の特徴 1 ―ライフサイエンスでは日本製機器の使用割合が低く、海外
製機器、特に米国製機器が多用されている―  
【資料 5】に示すように、日本製機器の使用割合については、「ほぼすべて」と「7～8 割」を合わせ







         【資料 5】 
 
 
 (3) 機器の国内使用状況の特徴 2 ―性能が優れており、研究領域のスタンダードであることから
海外製機器が選ばれている― 
【資料 6】では、ライフサイエンス領域において海外製機器を選ぶ理由を挙げている。「性能面で優




































































        【資料 6】 
   
 
(4) 機器の国内使用状況の特徴 3 ―約４割の回答者が日本での機器価格は米国と比べて高い
と感じている― 
【資料 7】は、海外製機器を日本で購入する場合の価格について尋ねた結果をまとめたものであ



























































































































































































て 2012 年 2 月 8 日にワークショップを開催し、意見を収集した。【資料 9】に示すように、参加者は、
大学教授 3 名、大学・公的研究機関の研究推進・管理部門担当者 4 名、機器の開発・製造メーカ
ーの担当者 4 名、及び機器開発やライフサイエンスの振興に関わる行政関係者 4 名の計 15 名で
ある。 





















































































































































































































































本章では、第４章で記した機器に関わる専門家によるワークショップと 2012 年 12 月 7 日に開催
された第 5 回科学技術政策研究レビューセミナーでの議論に基づき、大学に焦点を当てて、既存
の稼働可能な機器を有効に活用するための方策を考察する。 

















































































































































1992年3月  東京大学大学院 博士課程 農学系研究科 畜産獣医    
学専攻修了（現 東京大学大学院 農学生命科学研究  
科 獣医学専攻） 
              この間、国立感染症研究所、（独）放射線医学総合研究所等に勤務 
2004年1月  （独）製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター  
主査 






科学技術政策研究所 科学技術動向 2012 年 7・8 月号「ライフサイエンスにおける先端的計
測・分析機器の使用に関する国内研究者意識」（2012） 
科学技術政策研究所 DISCUSSION PAPER No.85「大学の研究施設・機器の共用化に関する
提案～大学研究者の所属研究室以外の研究施設・機器利用状況調査～」（2012） 
科学機器年鑑 2002、2011 （株）アールアンドディ社 
文部科学省 研究振興局 基盤研究課 資料 4-2「ライフイノベーション領域の計測分析技術・
機器開発を巡る動向について」 科学技術・学術審議会 先端研究基盤部会 研究開発プラ
ットフォーム委員会 先端計測分析技術・機器開発小委員会（第 5 回）（2012） 
文部科学省 第 40 回科学技術・学術審議会総会資料 2-2「科学技術イノベーションを牽引する
研究基盤戦略について～研究開発プラットフォームによる研究開発力強化策～」（2012） 
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